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岡
山
大
学
名
誉
教
授
で
詩
人
の
岡（
現

姓
古
川
）隆
夫
さ
ん
＝
8
期
＝
が
令
和
2

年
10
月
、4
年
ぶ
り
22
冊
目
の
詩
集『
吉
備

王
国
盛
衰
の
賦（
ふ
）』を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
大
和
政
権
に
対
抗
す
る
ほ

ど
の
勢
力
を
誇
っ
た
吉
備
王
国
に
絞
り
、

古
里
の
歴
史
を
再
度
調
べ
直
し
、
そ
の
興

亡
を
歌
い
上
げ
た
老
練
な
力
作
で
す
。「
吉

備
巨
大
古
墳
群
」や「
吉
備
真
備
と
阿
藤
伯

海
」な
ど
19
編
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
に「
サ
キ
」と
い
う
巫
女

を
登
場
さ
せ
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
俯

瞰
す
る
人
物
と
し
て
自
ら
の
気
持
ち
を
代

弁
す
る
役
割
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

出
身
地
の
隣
の「
真
備
地
区
が
西
日
本

豪
雨
に
遭
い
、
吉
備
の
国
に
改
め
て
目
が

向
い
た
」の
が
き
っ
か
け
で
選
ん

だ
テ
ー
マ
で
す
。

　

岡
さ
ん
は
22
歳
の
時
、
詩
を
作

り
始
め
32
歳
で『
詩
脈
』を
創
刊
、
30
年
間
続
け
通
算

1
0
0
号
で
終
刊
し
ま
し
た
。そ
の
後
、倉
敷
の
結
社

「
つ
る
か
ま
だ
」に
加
入
し
ま
し
た
。詩
づ
く
り
60
年

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
農
業
や
反
戦
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
を
発
表
、
農
民
文
学
賞
や
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
賞
な

ど
多
数
の
受
賞
歴
が
あ
り
ま
す
。「
傘
寿（
80
歳
）を
超

え
ま
し
た
が
今
で
も
詩
を
書
く
の
が
楽
し
い
。今
後

も
体
験
と
感
動
を
表
現
し
て
い
き
た
い
」と
、創
作
意

欲
は
衰
え
ま
せ
ん
。

　

詩
集
は
１
冊
2
7
5
0
円
で
す
。

　 倉 敷 で 誕
生、創業360年
という歴史を
誇る岡山県内
最古級の企業で、医薬品販売の林源十郎商店の
記念誌『林源十郎商店物語』が、令和２年３月に
吉備人出版（岡山市）から発刊されました。
　５年がかりで編集したこの記念誌には２人の
青陵ＯＢが携わりました。同社後身の㈱エバルス
初代社長・斎藤隆さん（10期）と、㈱エバルス元倉
敷支店長・梶谷健志さん（21期）です。斎藤さんが
同物語編集委員会の編集長でした。
　斎藤さんら２人は「江戸前期の創業で江戸時
代、さらに明治に入ってからも、会社を支えた
幹部の人たちがすでに実在しないので資料や談話集
めに苦労しました。それでも京都の古資料販売業者の
インターネット掲示板に、『林源十郎商店に関する資
料が売りに出されている』という情報を運よく社員が
キャッチ、早速買い取りました。交流のあった頼山陽や
山田方谷、緒方洪庵らの手紙や巻物を手に入れ、大い
に助かりました。編集委員はよく頑張ってくれました」

と、刊行の苦労を振り返り喜んでいます。
　内容の時代考証も、山陽学園大学の太田健一名誉教授ら専
門家３人に監修を依頼、的確に行いました。
　同社初の記念誌はＢ5判、225㌻で、紙面はすべて横組みで
す。上質の紙にモノクロとカラー写真を随所に入れ、すっきりし
たレイアウトに仕上がり読みやすく工夫されています。
　記念誌を社員の意識向上や新入社員教育に活用します。
　同物語編集委員会は同年10月、記念誌を青陵高校へ寄贈し
ました。
　同社は医薬品販売と新薬の開発・製造を通じて倉敷と岡山
を中心とした県内外の地域医療の充実・発展に貢献してきま
した。長年、経営してきた林家は企業活動を通じて大原孫三
郎、石井十次とともにキリスト教と社会奉仕の精神を根付か
せた文化人一族でした。一族には現在、俗曲師として活躍す

る檜山うめ吉（本名・林知
恵）さんがいます。
□…青陵時代、梶谷さんは
卓球部、斎藤さんは学校の
土俵で相撲の稽古をして大
学時代、相撲部で活躍しま
した。

創
業
360
年  

林
源
十
郎
商
店

編集に青陵ＯＢ２人  中心的役割

記念誌

　テレビで偶然見た「多摩市立青陵中学校」（東京）
という校名に興味がわき、全国に「青陵」中学校は何
校あるのか、ネット検索してみました。
　すると、東京を含め釧路（北海道）、豊橋（愛知）、江
津（島根）、久留米（福岡）、武雄（佐賀）の計６校あり
ました。北海道から九州までの全国に広く点在、す
べて公立でした。

　夕張市には青陵小学校がありましたが、統合によ
り今はありません。
　ちなみに、「青陵」高校は全国に６校－という記事
は、本紙「青陵」第46号10ページ「こぼれ話」として
掲載ずみです。
　「青陵」は中学も高校も全国に各６校という、偶然
の一致でした。� （編集室）

こぼれ話　　　全国に「青陵」中・高ともに６校

詩　集

詩の道60年
岡（現姓

古川）隆夫さ
　ん ＝８期＝

本
を
作
り
ま
し
た

2222
冊
目
の
詩
集「
吉
備
王
国
…
」を
刊
行

冊
目
の
詩
集「
吉
備
王
国
…
」を
刊
行

発刊した記念誌『林源十郎商店物語』
を手にする斎藤さん㊨と梶谷さん

記
念
誌
の
贈
呈
を
受
け

る
髙
槻
校
長
㊧
＝
令
和

2
年
10
月
、校
長
室

岡さんの詩集出版を伝える記事
＝令和２年10月30日付山陽新聞

斎
藤
隆
さ　
ん（
10期
）と
梶
谷
健
志
さ　
ん（
21期
）
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挑 む
　もう一度、アフ
リカのプロサッ
カーで活躍したい
－。大志を抱いて
令和３年３月に日
本から１万㌔離れ
たガーナへ渡りプ
ロ入りした人がい
ます。中学時代は
倉敷のクラブチー
ム「ハジャス」に
所属、青陵高サッ
カー部からＪリー
ガーを目指して、
日本のトッププ
レーヤー中山雅史
選手らを生んだ名
門筑波大学サッ
カー部で腕、なら
ぬ足を磨いた森下

仁道さん（66期）です。
　同年５月に、野口英世ゆかりのガーナ日本大使館で
DWARFS FCチームの入団会見を行い、ガーナリーグ
史上初の日本人選手となりました。地元メディア14
社を前に「まずピッチに立つ、スタメン、そし
て初ゴールを決めて勝利に貢献する」と、元気
に抱負を述べました。
　早速、本格的に始動しました。この会報が発
行されるころにはチームに溶け込み、はつら
つとプレーしていることでしょう。
　編集委員は渡航前の正月休み、水島緑地福
田公園で会見、じっくり話を聞きました。
　森下さんがボールになじんだのは５歳のオ
ランダ時代です。父の転勤で滞在中、同国で活
躍していた日本のトッププレーヤー小野伸二
選手を見てあこがれたのがきっかけでした。
　筑波大学サッカー部は部員160人、６軍と
いう大所帯です。５軍からスタートして２軍
まで上がりましたが、残念ながらレギュラー
にはなれませんでした。
　そこで、思い切って１年休学して国の留学
支援制度を活用、ザンビアへ渡りました。同
国トップリーグの「ＦＣ ＭＵＺＡ」に所属し
て、生活や練習環境の悪い中、リーグ戦では８
試合でベンチ入り、４試合に出場して必死に
プレーしました。
　１年間のリーグ戦終了後、帰国して復学し
次のステップ、Ｊリーグに挑戦しましたがけ

がなどで断念しました。青陵時代にも１年休
学してインドネシアにサッカー留学するとい
う入れ込みようでした。
　同２年３月に大学を卒業、父の励ましもあ
り再度アフリカ渡航を決意しましたが、予期
しない新型コロナウイルス感染症の世界的蔓
延により、やむなく１年延期したのでした。
　再度の渡航は、アフリカのレベルの高さ、日
本人が挑戦していない地域－が決め手だそう
です。進んで厳しい環境に身を置く積極性に
驚きます。
　ちなみに、青陵高出身の筑波大学サッカー
部員は、（当時、東京教育大学）副主将を務め台
湾代表監督になった黒田和生さん（18期）以
来、森下さんが実に48年ぶり２人目でした。
　サッカー歴20年、すでに指導者のＣ級ラ
イセンスを持ち、英語も達者な森下さんにプ
レースタイルを聞くと、「ディフェンスと駆け
引きをして裏の抜け出しから少ないタッチで
ゴールを取る」と、自信を持って即答してくれ
ました。
　身長170㌢が２㍍もある大男とせめぎ合う
格闘技のような毎日ですが、「アフリカで名前

が知られるような活躍をして本田圭佑選手を
超えるのが夢です」と野望を吐露、「サッカーに
限らず常に挑戦し続ける人生でありたい」と、
終始力強い語り口でした。
　これまでの活躍ぶりは現地ザンビアの新聞
や、ＫＳＢ（瀬戸内海放送）のドキュメンタリー
番組にも登場して青陵高サッカー部の後輩部
員を指導するなどマスコミにも注目される存
在です。積み上げた経験を存分に生かして次の
ステップに挑む森下さんにエールを送ります。
□…森下さんへ先輩黒田さんからの激励談話をも
らうことを試みましたが、黒田さんが病気療養中の
ため断念しました。

プロサッカー

邦
人
初  
ガ
ー
ナ
チ
ー
ム
入
団

「
本
田
圭
佑
選
手
を
超
え
た
い
」

ガ
ー
ナ
日
本
大
使
館
で
の
入
団
会
見（
前
列
左
か
ら

２
人
目
が
森
下
さ
ん
）＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り

森 下 仁 道
ど う

 さ
   ん

じ ん

軽快な足さばきを見せてくれた
森下仁道さん＝令和３年１月６
日、水島緑地福田公園
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期66
カメラマン

　

気
鋭
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
目
指
し
て
全
国
の

１
７
４
１
の
全
市
区
町
村
を
踏
破
、写
真
集
を
立
て

続
け
に
2
冊
出
版
し
た
人
が
い
ま
す
。令
和
2
年

春
、
広
島
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
、
そ
の
道
に
入
っ

た
ば
か
り
の
仁
科
勝
介
さ
ん（
66
期
）で
す
。

　

き
っ
か
け
は
大
学
1
年
生
の
折
、九
州
を
ヒ
ッ
チ

ハ
イ
ク
で
１
周
、「
日
本
は
広
く
自
分
の
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
」を
実
感
し
た
こ
と
で
す
。

　

１
冊
目
は
前
年
６
月
、『
日
本
よ
は
じ
め
ま
し
て
』

と
い
う
奇
抜
な
タ
イ
ト
ル
で
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
バ
イ
ク
で
全
国
の
市
町
村
を
巡
っ
て
写

真
を
撮
る

－

と
い
う
目
標
を
掲
げ
大
学
を
１
年

休
学
、
9
カ
月
か
け
て
沖
縄
か
ら
北
海
道
ま
で

1
4
0
0
の
市
町
村
を
走
破
し
ま
し
た
。

　

巧
み
な
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
で
活
写
し
た
写
真
約

5
0
0
枚
に
軽
妙
な
文
章
を
添
え
て
Ａ
5
判
、

1
5
0
㌻
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
す
。
8
0
0

部
印
刷
、関
係
者
に
配
っ
た
ほ
か
一
部
販
売
し
ま
し

た
。

　

撮
影
行
は
山
口
市
を
目
指
し
た
初
日
、

広
島
の
山
中
で
バ
イ
ク
ご
と
転
倒
、
大
け

が
を
す
る
と
い
う
予
期
し
な
い
ア
ク
シ
デ

ン
ト
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

喜
界
島（
鹿
児
島
）

で
65
歳
か
ら
織
物
を

始
め
た
お
年
寄
り
に

「
や
り
た
い
と
思
っ
た

ら
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
」と
言
わ
れ
心

に
ズ
シ
ン
と
き
た
こ

と
、
全
国
か
ら「
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
」人

が
訪
れ
る
能
登
島（
石

川
）の
古
民
家
に
驚
い

た
こ
と
、茨
城
で
は
食

事
や
洗
濯
な
ど
生
活

の
面
倒
を
す
べ
て
見

て
も
ら
い
関
東
を
巡
る
拠
点
と

し
て
１
カ
月
も
滞
在
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
写
真
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
巡
り
さ
ん
に
職
務
質
問

さ
れ
た
り
時
に
孤
独
感
も
あ
り

ま
し
た
が
、全
国
の
多
く
の
人
の
人
情
に
助
け
ら
れ

第
一
作
が
で
き
ま
し
た
。感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、全
市
町
村
1
7
1
8
プ
ラ
ス
東
京
23
区

を
制
覇
し
て
同
2
年
8
月
、
第
二
弾『
ふ
る
さ
と
の

手
帖
』を
K
A
D
O
K
A
W
A
か
ら
商
業
出
版
し

ま
し
た
。Ｂ
5
判
、
3
2
0
㌻
の
大
作
で
、
写
真
約

1
8
0
0
枚
を
収
録
、随
所
に
文
章
を
添
え
た
全
国

制
覇
の
総
集
編
で
す
。初
版
6
0
0
0
部
を
印
刷
、

１
冊
3
4
9
8
円（
税
込
み
）で
す
。

　

全
国
踏
破
に
か
か
っ
た
費
用
は
約
2
0
0
万
円

で
、大
半
を
ア
ル
バ
イ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ（
C
F
）で
賄
い
ま
し
た
。

　

仁
科
さ
ん
の
活
動
に
共
感
し
た
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
糸
井
重
里
さ
ん
が『
ふ
る
さ
と
の
手
帖
』の
帯

に
、「
彼
の
写
真
は
、や
さ
し
い
挨
拶　

あ
な
た
の
代

わ
り
に
、写
真
を
撮
っ
て
き
た
み
た
い
で
す
よ
。」と

い
う
ソ
フ
ト
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
寄
せ
て
い
ま

す
。売
れ
行
き
は
上
々
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
は
同
年
10
月
28
日
付
の

山
陽
新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

仁
科
さ
ん
は
中
学
で
は
野
球
部
、青
陵
時
代
は
光

画
部
と
天
文
部
、大
学
時
代
は
写
真
部
と
茶
道
部
と

い
う〝
守
備
範
囲
〟の
広
い
人
で
す
。今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

□
…
仁
科
さ
ん
は『
日
本
よ
は
じ
め
ま
し
て
』を
青
陵
高

校
図
書
館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

バ
イ
ク
で
全
1
7
4
1
市
区
町
村
巡
る

けがや職質乗り越え写真集２冊

仁 科 勝 介
すけ

 さ
   ん

か つ

出
版
し
た
2
冊
の
写
真
集
を
持
つ
仁
科
勝
介
さ
ん
。
左
が
１
冊
目

日
本
を
一
周
し
た
仁
科
さ
ん
の
バ
イ
ク
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り



10

岡
山
大
学
も
現
在
の
高
校
2
年
生
の
入
試
か
ら

全
学
部
で
一
般
選
抜
の
後
期
日
程
を
実
施
せ

ず
、そ
の
分
の
募
集
人
員
を
学
校
推
薦
型
・
総
合

型
に
回
す
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。国
公
立
の

推
薦
型
・
総
合
型
入
試
は
決
し
て
や
さ
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
希
望
す
る
生
徒
は
一
般
入

試
に
向
け
た
学
習
を
進
め
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に

準
備
す
る
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。指
導
す
る

教
員
と
し
て
も
、
そ
の
両
立
に
本
気
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
2
3
1
人（
現
浪
込
み
）

が
国
公
立
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。難
関
大

学
・
医
歯
薬
の
合
格
者
数
は
40
人
で
、そ
の
う

ち
医
学
部
医
学
科
に
は
３
人
が
合
格
し
ま
し

た
。こ
の
学
年
は
、
入
試
に
お
け
る
英
語
資

格
・
検
定
試
験
の
活
用
や
共
通
テ
ス
ト
の
国

語
・
数
学
へ
の
記
述
式
問
題
の
導
入
な
ど
、結

局
は
白
紙
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た「
改

革
」に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
居
住
地
に

よ
っ
て
は
1
年
生
の
時
に
平
成
30
年
7
月
豪

雨
で
被
災
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん

が
よ
く
頑
張
っ
た
結
果
で
あ
り
、
生
徒
の
志

望
を
高
め
そ
れ
を
貫
か
せ
た
進
路

指
導
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
生
徒
た
ち
は
高
い
目

標
を
持
っ
て
日
々
の
学
習
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
私
た
ち
も
コ
ロ
ナ

禍
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
指
導
し

て
い
ま
す
。緊
急
事
態
宣
言
中
は

土
曜
開
放
の
授
業
が
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
国
公
立
大
学
も

学
校
推
薦
型
選
抜
・
総
合
型
選
抜

の
定
員
を
増
や
し
つ
つ
あ
り
ま
す

（
令
和
2
年
度
実
施
の
入
試
で
、国

公
立
大
学
の
定
員
の
21
・
6
％
）。

　

前
年
度
の
よ
う
に
休
校
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
ま
し

た
。特
に
２
年
生
は
入
学
以
来
、
中
学
時
代

に
思
い
描
い
て
い
た
本
校
で
の
生
活
と
は

全
く
違
っ
た
日
々
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。春
季
球
技
大
会
は
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
修
学
旅
行
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
活
動
は
２
度
に
わ
た
る
県
の
緊
急

事
態
宣
言（
５
月
中
旬
と
８
月
中
旬
に
約

１
カ
月
）を
受
け
、
公
式
大
会
間
近（
概
ね

１
カ
月
以
内
）の
部
だ
け
が
活
動
を
許
可

（
た
だ
し
他
校
と
の
練
習
試
合
や
合
宿
は

禁
止
）さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
制
限
を
受

け
な
が
ら
も
、
県
大
会
で
上
位
進
出
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
部
も
多
く
、
さ
ら
に

中
国
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
生

徒
も
続
出
し
ま
し
た
。現
在（
９
月
下
旬
）

も
相
変
わ
ら
ず
制
限
は
続
い
て
い
て
、
新

チ
ー
ム
で
の
活
動
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
て
い
る
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た

青
陵
祭
は
、
安
全
に
成
功
さ
せ
る
た
め
、
８

月
下
旬
の
準
備
期
間
か
ら
生
徒
会
を
中
心

に
全
校
生
徒
が
最
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

た
結
果
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。未
来
に
明
る
い
大
空
が
広
が
る
よ

う
に
と
い
う
思
い
を
込
め
て「
水
天
一
碧

～
こ
の
夏
、
青
に
染
ま
れ
～
」を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
演
出
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
、「
さ
す
が
青
陵
生
！
」と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。昨
年
同
様
、
無
観
客
開
催
で
し

た
が
、
業
者
に
よ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の

限
定
公
開
発
信
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
保
護

者
か
ら
も
高
評
価
で
し
た
。

東大１、京大５、岡大57人

進路指導課長　岡田　泰
やす

全
まさ

入試改革、豪雨禍乗り越え

コロナ禍でも部活好成績

生
徒
指
導
課
長

�

平
松
　
利
文

最
善
の
取
り
組
み
青
陵
祭
成
功

「SCHOOL GUIDE 2022」より

2021年入試合格大学（既卒含む）

東京大…………… 1
京都大…………… 5

大阪大………… 12
九州大…………… 9
東北大…………… 1

神戸大…………… 8

難関大  合計… … 36

難関国立大学

お茶の水女子大… 1
電気通信大……… 1
東京都立大……… 3
東京海洋大……… 1
横浜国立大……… 2
神戸市外大……… 4

鳥取大………… 10
島根大…………… 7
岡山大………… 57
岡山県立大…… 17
広島大…………… 6
山口大…………… 4
徳島大………… 10

香川大………… 19
愛媛大………… 13
高知大…………… 2
九州工大………… 4
その他の大学… 34

国公立大 合計…… 231

国公立大学

国公立医学科…… 3 国公立薬学科…… 1 国公立医歯薬 合計…… 4
国公立医歯薬

青山学院大……… 1
上智大…………… 1
中央大…………… 3
津田塾大………… 1
明治大…………… 5

立教大…………… 1
早稲田大………… 3
法政大…………… 1
同志社大……… 28
同志社女子大…… 4
立命館大……… 50

関西大………… 20
関西学院大…… 28
岡山理大……… 26
川崎医療福祉大… 36
就実大………… 36
清心女子大…… 60

主な私立大学

法学部…………… 6
経済学部………… 8
文学部…………… 5

教育学部………… 9
理学部…………… 2
工学部………… 13
医学部保健学科… 9

薬学部…………… 4
グローバルディスカバリープログラム…… 1

岡山大学 合計…… 57

岡山大学 学部別

国
公
立
に
７
割
超  

２
３
１
人
合
格

進　路

早
明
８
、関
関
同
立
126
人

生
　
活
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コ
ロ
ナ
禍

の
令
和
3
年

夏
、
岡
山
県
高

校
総
体
か
ら

北
信
越
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ま

で
陸
上
競
技

を
中
心
に
運

動
系
の
青
陵

生
が
大
活
躍

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
一

番
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
女
子
走
り
幅
跳
び
の
渡
邊
菜
穂

が
、６
月
の
中
国
大
会
で
男
女
の
全
種
目

を
通
じ
青
陵
史
上
初
め
て
見
事
優
勝
し

た
こ
と
で
す
。
V
ジ
ャ
ン
プ
は
５
㍍
74

の
好
記
録
で
し
た
。

　

男
子
の
短
距
離
コ
ン
ビ
、
１
０
０

㍍
の
檀だ

ん

上じ
ょ
う

亜あ

里さ
と

が
５
位
、
２
０
０

㍍
の
中
田
昂た

か

宏ひ
ろ

が
３
位
、
檀
上
が
５

位
、
４
０
０
㍍
の
中
田
が
３
位
に
そ

れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。こ
の
２
人

と
向
井
大
貴
、
稲

垣
陽ひ

天だ
か

、
板
橋
暖は

る

叶と

、
畝
田
光
太
朗

の
計
６
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
、
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
で
2
位

に
食
い
込
み
ま
し

た
。

　

渡
邊
を
含
む
こ

の
メ
ン
バ
ー
７

人
は
そ
ろ
っ
て
７

月
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
出
場
し
ま
し

た
。個
人
種
目
は

上
位
に
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

４
０
０
㍍
リ
レ
ー
は
準
決
勝
ま
で
進

み
ま
し
た
。

　

５
～
６
月
の
県
総
体
で
は
、
檀
上

は
１
０
０
㍍
、
中
田
は
４
０
０
㍍
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
く
、
水
泳
男
子
２
０
０
㍍
個

人
メ
ド
レ
ー
で
本
田
菜あ

や

翔と

が
優
勝
、

女
子
１
０
０
㍍
自
由
形
で
森
髙
遥は

る

凪な

が
3
位
に
入
り
ま
し
た
。卓
球
男
子

団
体
は
決
勝
リ
ー
グ
に
進
み
3
位
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
は
ベ
ス
ト
８
直

前
の
４
回
戦
ま
で
コ
マ
を
進
め
ま
し

た
。

　

陸
上
競
技
部
顧
問
の
広
瀬
洋
介
先

生
は「
彼
ら
は
１
年
生
の
時
か
ら
有

望
で
し
た
。中
国
大
会
は
ト
ラ
ッ
ク

部
門
2
位
、
総
合
８
位
で
し
た
。青
陵

よ
り
上
位
の
学
校
は
す
べ
て
体
育
系

の
学
校
ば
か
り
で
す
。今
ま
で
で
最

高
の
成
績
で
し
た
」と
満
足
そ
う
で

し
た
。�

（
文
中
敬
称
略
）

□
…
記
事
は
い
ず
れ
も
山
陽
新
聞
で
す
。

渡
邊
菜
穂（
女
　
子

走
り
幅
）中
国
大
会
制
す

中
国
大
会
を
制
覇
し
た
渡
邊
菜
穂
選
手
＝
令
和
３
年
６
月
24
日
付

岡
山
県
高
校
総
体
を
制
し
た
檀
上
亜
里
選
手
＝
同
６
月
3
日
付

岡
山
県
高
校
総
体
で
優
勝
し
た
中
田
昂
宏
選
手
＝
同
５
月
29
日
付

男子短距離６人もインターハイへ

青
陵
史
上
初
の
快
挙



12

　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
を
産
ん
だ
ペ
ス
ト

に
学
べ
よ
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
こ
ゑ
五
月
の
風
に
」

で
令
和
2
年
9
月
、
見
事
、
第
41
回
全
日
本
短
歌

大
会
で
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
人
が
い
ま
す
。こ
の
道
30
年
、
2
万
首
を
詠
み

込
ん
だ
8
期
・
家
庭
科
の
宮
本（
旧
姓
守
安
）加
代

子
さ
ん
で
す
。　

　

全
日
本
短
歌
大
会
は
毎
年
、日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

が
主
催
し
て
い
る
国
内
最
大
級
の
大
会
で
す
。受

賞
に「
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。今
回
初
め
て
応
募

し
た
ん
で
す
よ
。ペ
ス
ト
の
流
行
か
ら
生
ま
れ
た

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
よ
う
に
、い
ま
人
類
が
苦
し
む

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い

－

と
い
う
願
い
を
込
め
た
ん
で
す
。選
者
に
理

系
の
方
が

お
ら
れ
て

ね
、
時
宜

を
得
た
歌

と
い
う
評
価
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
」と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

同
月
26
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
晴
れ
の
授
賞

式（
東
京
）は
、コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
岡

山
県
文
学
選
奨
入

選
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

短
歌
大
会
大
賞
4

回
な
ど
華
々
し
い

受
賞
歴
が
あ
り
、

賞
状
が
引
き
出
し

に
1
0
0
枚
ほ
ど
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
取
材
中
に

今
回
の
快
挙
の
表
彰
状
が
届
き
ま
し
た
。「
こ
れ

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）は
額
に
飾
ろ
う
か
な
」と
、

に
っ
こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
、陶
芸
家
を
志
し
独
学
で
作
陶
し
て
い
ま

し
た
が
、人
の
勧
め
で
短
歌
に
転
向
、早
速
、全
国

で
も
屈
指
の
結
社
・
龍
短
歌
会（
岡
山
）に
入
会
し

て
精
進
を
重
ね
ま
し
た
。「
字
が
ま
ろ
や
か
な
の

で
、よ
く
友
達
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
代
筆
を
頼
ま
れ

た
り
、父
が
た
く
さ
ん
の
日
記
を
残
す
な
ど
文
学

的
素
養
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
笑
い

な
が
ら
転
向
理
由
を
探
っ
て
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
主
に
自
然
、そ
れ
に
7
年
前
に
亡
く

な
っ
た
夫
を
し
の
ぶ
夫（
つ
ま
）恋
の
歌
だ
そ
う

で
、文
語
調
で
カ
タ
カ
ナ
を
多
用
す
る
の
が
特
徴

で
す
。
同

元
年
10
月

に
、
こ
れ

ま
で
の
作

品
3
7
3
首
を
選
び
処
女
歌
集『
日
向
に
座
る
』

を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。表
紙
に
は
自
ら
の
陶
芸

作
品
を
あ
し
ら
い
、
扉
の
ペ
ー
ジ
に「
亡
夫
と
家

族
に
」と
あ
り
ま
す
。家
族
や
旅
、季
節
の
移
ろ
い

の
ほ
か
、夫
の
壮
絶
な
闘
病
生
活
や
別
れ
の
悲
し

み
を
、磨
き
上
げ
た
表
現
力
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
結
晶
度
の
高
い
作
品
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
日
向
に
座
る
』は
同
2
年
11
月
、日
本
歌
人
ク

ラ
ブ
中
国
5
県
優
良
歌
集
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

毎
年
応
募
し
て
い
る
宮
中
歌
会
始
に
は
入
選

経
験
が
な
く
、「
今
後
も
短
歌
と
し
っ
か
り
向
き

合
い
ま
す
」と
、
新
た
な
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

ま
す
。

□
…
『
日
向
に
座
る
』は
１
冊
3
0
0
0
円（
税
別
）

で
す
。宮
本
さ
ん
は
青
陵
時
代
は
茶
道

部
で
、
か
つ
て
裏
千
家
流
茶
道
の
先
生

を
し
て
い
ま
し
た
。

祝
宮
本（
旧
姓

守
安
）加
代
子
さ　
ん
＝
8
期
・
家
庭
科

全
日
本
短
歌
大
会
で
文
科
大
臣
賞

作品寄稿
　短歌の作品15首を寄せてくれた小
寺（旧姓安田）三喜子さん＝12期＝

は、「一緒に始めない？」という近所の友人の
誘いがきっかけで詠み始めました。時に46歳
でした。今では30年を超えるキャリアになり
ました。
　始めて間もなく龍短歌会（岡山）に入り、倉敷地区の歌会
で月１回、腕を磨いてきました。さらに、全国組織の現代歌
人協会に参加、新聞の歌壇や短歌雑誌にも積極的に投稿し
ています。詠んだ歌は3000首に上ります。

　自費出版した処女歌集『サヨナラ三角さるすべり』で、福
岡の筑紫歌壇賞を受賞しました。これを含め歌集は２冊で
す。
　大学を卒業して大原美術館に勤務した後、結婚、専業主
婦の傍ら、歌づくりに励んできました。
　青陵時代、１年生は新聞部、２年生から「運動はそんなに
得意ではないのに」友達に誘われ、ソフトとハンドボール
部の助っ人をしたそうです。
　「12期はね、みんな仲がいいんですよ。今でも美観地区
のレストランによく集まってお茶会をしています。短歌の
趣味はこれからも続けます」と、元気に話しています。

小寺小寺（（旧姓
安田））三喜子 三喜子 ＝12期

龍短歌会同人  珠玉の15首

こ
の
道
30
年

　
　
　
　

春

か

ら

夏

へ

雨
の
日
の
心
に
な
り
て
夜
来
の
雨
に
濡
る
る①

貝ば
い

母も

の
花
に
し
や
が
み
こ
む

立②

浪
草
の
白
の
群
落
を
波
と
ゆ
ら
し
て
吹
き
わ
た
り
ゆ
く
風
の
幻

川
の
む
か
う
は
浄
土
の
や
う
な
黄き

ん金
の
色③

蛇じ
ゃ

結け
つ

茨い
ば
らの
花
が
乱
れ
咲
き

今④
い
ま

立だ
て

川が
わ

の
土
手
を
覆
ひ
て
咲
き
盛
る
蛇
結
茨
を
知
る
人
も
な
し

夕
日
い
ま
荘
厳
の
色
を
増
し
な
が
ら
蛇
結
茨
の
花
に
降
り
そ
そ
ぐ

あ
を
あ
を
と
木
々
の
勢い

き
お
ふ
山
に
あ
り
て
吹
き
出
づ
る
が
如
し
椎
の
若
葉
は

「
死
出
の⑤

田た

長を
さ

」
の
声
か
も
す
る
と
仰
ぐ
空
明
る
き
季と

き

に
母
は
逝
き
け
り

母
の
逝
き
し
五
月
の
空
の
明
る
さ
に
鳴
き
わ
た
り
ゆ
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声

ベ
ッ
ド
の
母
と
と
も
に
聞
き
た
る
ほ
と
と
ぎ
す
今
わ
が
頭
上
に
あ
り
て
鳴
く
な
り

年
古ふ

り
し
大
楠
の
幹
苔
む
し
て
は
つ
な
つ
の
日
に
白
く
光
り
を
り

初は
つ

夏な
つ

の
こ
の
曇
天
に
狂
へ
と
や
群
集
が
匂
ひ
若
葉
が
匂
ふ

み
ど
り
濃
き
も
み
ぢ
の
葉は

群む
ら

に
見
え
隠
れ
し
て⑥

蒿あ
を

雀じ

が
し
き
り
に
飛
び
交
ひ
て
ゐ
る

渋
川
の
沖
に
霞
が
う
ご
き
を
り
瀬
戸
大
橋
が
や
が
て
見
え
来こ

む

松
原
に
は
鳩
と
雀
が
遊
び
を
り
浜
の
砂
に
は
人
間
が
遊
び

松
原
の
沖
の
海
な
る
青
波
の
き
ら
き
ら
し
さ
よ
も
う
夏
が
来
る

　［言葉の説明］①中国原産のアミガサユリ。花径２、３
㌢の地味な花②シソ科の多年草。夏に紫や白色の花をつ
ける③枝がつる状に絡む落葉低木。黄色の花をつける④
笠岡市を流れる２級河川⑤田の主⑥ホオジロ科の鳥。全
長約16㌢で緑褐色

文部科学大臣賞
の賞状を手にほ
ほ笑む宮本加代
子さん＝令和２
年10月１日

短
文
芸
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　［選評］Ｂ面というのはＡ面に必ずつ
いてくる。Ａ面が夫なら私はいつもＢ面
だった。廻り道をしたけれどもここま
でやってきた。決して後悔などしていな
い。なぜなら、四次元という、異次元の世
界へ作者の目は向いているからである。
これからは、私が主役で、私の道を行くの
だ。トンネルの暗さであろうが、ロスタイ
ムの短さであろうが無駄にすることな
く、精一杯生きようとする前向きな姿が
見える。川柳というよりポエムに近い句。
� （選者・柴田夕起子）

祝

　池田さんは、心情を
端的に表現する短歌に
魅せられＮＨＫの短歌
番組をよく見ていまし
たが、母の介護の合間
に週刊文春の短歌募集
に応募、運よく佳作に
選ばれたのがきっかけ

で本格的に短歌づくりを始め
ました。時に〝60の手習い〟で
した。
　近所の友人に誘われ、地元
の西阿知短歌会や岡山県歌人
会に加入して歌づくりに励み
ました。傘寿（80歳）を記念し
て処女歌集『しだれ紅梅』を自

費出版し
ました。
大賞受賞
はその３
年後のこ
とでした。
　作品は
孫 の「 結
婚 式 」を
テーマに
した力作
３ 首 で
す。「しっかり励んだこ
とが報われました。選
者の選評が気に入って
います。ありがとうご
ざいます」と、喜びをか
みしめています。
　これまでにも、東日

本大震災を詠んだ作品がＮＨ
Ｋ全国短歌大会の特選を受賞
するなど岡山県内外で多くの
受賞歴があります。短歌づく

り26年、
益々打ち
込む毎日
です。
　青陵時
代は文学
部、演劇
部、卓球部
を兼務、演
劇部では
部長を務
めるとい
う超スー
パー・ガー
ルでした。
□ … 歌 集
『しだれ紅
梅』は青陵
高校図書館
に寄贈して
います。

　

浅
野
さ
ん
は
、
川
柳
を
詠
ん
で
い
た
夫
の
影
響

で
、「
じ
ゃ
あ
私
も
」と
始
め
て
45
年
に
な
り
ま
す
。

「
家
業
の
店
番
や
家
事
の
傍
ら
、い
つ
で
も
で
き
ま
す

か
ら
」と
気
軽
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
結
社「
川
柳
た
ま
し
ま
社
」に
入
っ
て
仲
間

と
一
緒
に
励
む
一
方
、山
陽
、毎
日
、読
売
の
各
新
聞

の
柳
壇
に
頻
繁
に
投
句
し
ま
し
た
。「
は
っ
き
り
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、山
陽
の
一
席
を
10
回
ぐ
ら
い
、毎
日

の
特
選
、
読
売
に
も
上
位
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
」と
、投
句
で
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

　

60
歳
ご
ろ
か
ら
岡
山
県
内
外
の
川
柳
大
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。岡
山
、
津
山
、
真
庭
、
高

松
、姫
路
な
ど
へ
積
極
的
に
出
掛
け
、新
た
な
刺
激
を

受
け
て
さ
ら
に

脱
皮
し
よ
う
と

心
掛
け
ま
し
た
。

　

倉
敷
市
民
文

学
賞
は
こ
れ
ま

で
に
佳
作
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
賞
は
初
め
て
で
し

た
。作
品
は「
廻
り
道
」と
題
し
、
自
分
の
半
生
を「
Ｂ

面
」に
置
き
換
え
て
過
去
を
鋭
く
振
り
返
り
、
新
た
な

気
持
ち
で
生
き
る
決
意
を
5
句
に
ま
と
め
ま
し
た
。

選
評
の
通
り
、一
編
の
ポ
エ
ム
の
よ
う
な
構
成
力
で
す
。

　
「
元
気
で
い
る
限
り
続
け
ま
す
よ
。句
集
の
出
版
？

　

い
や
あ
、
や
り
ま
せ
ん
」と
、
淡
々
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

青
陵
時
代
は
華
道
部
で
し
た
。文
化
祭
で
花
笠
踊

り
を
し
た
記
憶
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　

廻　

り　

道

Ｂ
面
の
シ
ナ
リ
オ
長
い
廻
り
道

四
次
元
の
海
を
迷
走
回
遊
魚

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
へ
続
く
ロ
ス
タ
イ
ム

ス
パ
イ
ス
を
た
っ
ぷ
り
注
ぐ
着
地
点

ア
ナ
ロ
グ
の
空
を
悠
悠
竹
ト
ン
ボ

　［選評］結婚式の様子が臨場感ある表現で伝
わってきます。外来語を多用しながら、きちんと
定型を踏み斬新さの光る作品になっている所が
見事です。一首目、結句の現在形の結びが効果的
で、作者の強い意志が感じられます。二首目、「ス
ピード」「スロースロー」から、花嫁とその父親が
醸しだす場の雰囲気が、読む者に伝わってきま
す。最後の歌、今風の披露宴を「異国のごとし」と
表現しながら、楽しみ祝福している作者の姿が
浮かんできます。� （選者・大橋秀美）

倉敷市民文学賞大賞に青陵ＯＧ２人

　平成29年の倉敷市民文学賞に青陵ＯＧ2人
が大賞に選ばれました。短歌の池田（旧姓難波）

邦子さん＝４期＝と、川柳の浅野（旧姓大橋）美
代子さん＝16期・家庭科＝です。

短
歌
・
池
田（
旧
姓

難
波
）邦
子
さ　
ん
＝
4
期

川
柳
・
浅
野（
旧
姓

大
橋
）美
代
子
さ　
ん
＝

16
　
期

家
庭
科

今
風
の
結
婚
式
に
驚
く

　
　
　
　
　
　

結　
　
　

婚　
　
　

式

亡
き
夫つ

ま

に
女め

孫
の
挙
式
見
せ
む
と
て
遺
影
を
抱
き
前
列
に
並な

む

花
嫁
は
ス
ピ
ー
ド
好
き
の
そ
の
父
に「
ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
」と
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
15
」と
名
付
け
し
披
露
宴
老
い
た
る
わ
れ
に
は
異
国
の
ご
と
し

池
田
邦
子
さ
ん
の
歌
集

『
し
だ
れ
紅
梅
』＝
倉
敷

市
立
中
央
図
書
館
蔵

令和２年４月11日付山陽新聞夕刊

ポ
エ
ム
の
よ
う
な
構
成
力

ま
つ
り
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ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
み
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
の
同
級
生
に
い
た
か

な
？　

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
よ
ー
く
眺
め
て
い
る

と
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
、

こ
の
中
に
本
名
が
隠
れ
て
い
ま

す
。漫
画
家
の
た
め
、
本
名
の
漢

字
で
書
く
と
作
品
の
イ
メ
ー

ジ
が
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、ご
め
ん
な
さ
い（
笑
い
）。

　

備
中
地
域
の
機
関
誌『
高
梁

川
』第
78
号（
令
和
２
年
12
月
発

行
）で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。「
マ

ン
ガ
で
知
る
高
梁
川
流
域
人
物

伝
」と
題
し
た
連
載
で
、
初
回
は

総
社
で
生
ま
れ
た
江
戸
中
期
の

地
理
学
者
・
古
川
古
松
軒（
こ
し
ょ

う
け
ん
）の
一
代
記
を
10
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

私
の
手
法
で
す
が
、
シ
ナ
リ
オ

は
や
や
不
得
手
で
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
よ
り
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
、
絵
で
い
か
に
見

せ
る
か
に
こ
だ
わ
り

ま
す
。
私
と
同
じ
備

中
地
域
の
風
土
の
中

で
生
き
て
き
た
人
々

の
生
き
方
を
し
っ
か
り
調
べ
ま
す
。

　

司
馬
遼
太
郎
が
好
き
な
ん
で
す

が
、
こ
の
人
は
そ
の
地
域
の
風
土

や
習
慣
、
産
物
な
ど
を
丹
念
に
調

べ
て
、
１
点
に
凝
縮
し
て
書
き
上
げ

る
で
し
ょ
う
。こ
れ
で
す
ね
。歴
史

漫
画
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
タ
ッ
チ
は
な

い
で
す
。

　

創
刊
80
年
に
な
る『
高
梁
川
』は

随
筆
集
で
あ
り
、
本
格
的
な
漫
画
の

掲
載
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。「
読

者
は
漫
画
コ
ー
ナ
ー
で
一
服
し
て

い
る
よ
う
で
す
」と
、
編
集
者
に
言

わ
れ
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

次
は
誰
を
取
り
上
げ
る
か
、
編
集

者
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
決
め
ま

す
。あ
ま
り
に
も
有
名
な
人
は
避
け
よ
う
か

な
、と
思
い
ま
す
。

　

物
理
、
宇
宙
好
き
の
リ
ケ
ジ
ョ
で
、
北
海

道
大
学
の
水
産
学
部
で
海
洋
物
理
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。２
カ
月
間

大
学
の
調
査
船
に
乗
っ

て
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら

ア
ラ
ス
カ
、
ハ
ワ
イ
を
巡

り
、
水
深
２
０
０
０
㍍

ま
で
の
海
流
の
経
年
、

季
節
変
化
を
調
べ
る
、

つ
ま
り
海
を
輪
切
り
に

す
る
と
い
う
作
業
を
し

ま
し
た
。蓄
積
し
た
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
の
が
大

好
き
な
ん
で
す
。シ
ャ
ケ

を
捕
っ
て
食
べ
な
が
ら

ね
、楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

と
こ
ろ
が
、
卒
業
は
し
た
も
の
の
大
学
院

進
学
を
あ
き
ら
め
、
就
活
も
せ
ず
…
と
い
う

状
態
に
な
り
ま
し
た
。親
は
ひ
や
ひ
や
だ
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。

　

そ
ん
な
時
、
東
京
の
漫
画
家
の
Ｈ
Ｐ
で
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
募
集
記
事
を
見
つ
け
た
ん
で

す
。こ
れ
だ
！　

と
思
い
早
速
、
飛
行
機
と

建
物
を
描
い
て
応
募
、
な
ん
と
採
用
さ
れ
た

ん
で
す
よ
。「
君
が
一
番
下
手
だ
っ
た
」と
言

わ
れ
ま
し
た
け
ど
ね（
笑
い
）。船
に
乗
っ
て

た
、と
い
う
の
が
気
に
入
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

漫
画
家
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
注
文

に
応
じ
て
作
品
を
毎
月
６
本
描
く
と
い
う
よ

う
な
修
業
を
５
年
ほ
ど
積
ん
だ
後
、
帰
郷
し

ま
し
た
。

　

え
っ
海
か
ら
陸
へ
？　

大
学
の
専
攻
と

漫
画
が
全
く
結
び
つ
か
な
い
、
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
小
中
学
校

時
代
か
ら
絵
が
得
意
で
、
ポ
ス
タ
ー
や
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
連
発
し
て
た
ん
で

す
よ
。そ
れ
に
漫
画
フ
ァ
ン
の
父
の
空
気
も

吸
っ
た
か
な
。

　

青
陵
時
代
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
し
た
。

中
学
時
代
か
ら
し
て
い
て
、
結
構
強
か
っ
た

で
す
。県
大
会
は
団
体
ベ
ス
ト
8
、
個
人
ベ
ス

ト
16
ぐ
ら
い
ま
で
い
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
時
代
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い

て
、青
陵
の
文
化
祭
で
は
１
年
生
の
歌
の
発
表

で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
し
た
。ミ
ス
チ
ル
を
ね
。

　

帰
郷
す
る
直
前
、
ス
ペ
イ
ン
に
１
カ
月
語

学
留
学
、
と
い
っ
て
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
た

め
の
語
学
で
、
こ
う
す
れ
ば
滞
在
費
が
か
な

り
割
安
な
ん
で
す
。家
で
は
観
葉
植
物
や
多

肉
植
物
を
い
じ
っ
て
ま
す
。何
を
や
っ
て
も

楽
し
い
性
格
で
す（
笑
い
）。

�

（
令
和
３
年
５
月  

談
）

こ
は
ら
だ  

ひ
と
み （     

） 

で
す

54期

こ
ん
こ
ん

  

に
ち
は

に
ち
は

機
関
誌『
高
梁
川
』で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー

リケジョ、ピアノ、バド…マルチな人

漫画家デビュー作「古川古松軒」
＝『高梁川』第78号より



15

　バドミ
ントン部
で実績を
残した１
人に安田
央さん＝
28期＝が
います。中
学から大学
までプレー

した兄の影響

で、安田さんも中学で始め青
陵時代の計６年間、バドミン
トンに果敢に取り組みました。
　中学時代に早くも県大会を
制覇した有力選手で、高校で
も毎日、朝練と放課後に練習
を積みました。負けず嫌いの
性格もあり人知れず努力を重
ね、同期の仲間と競い腕を磨

きました。
　身長177㌢、攻守備わったオールラウ
ンダーとなり、主力選手として各種大
会に出場して活躍しました。　
　結果は現れ、中学に続いて高校でも
県大会で優勝することができました。
「勝つことの喜び、負けることの悔
しさの両方を知ることができまし
た」と振り返り、「中学、高校とも岡
山県の『優秀選手』に選ばれ、充実し
たバドミントン生活でした」と言い
ます。
　唯一の後悔は３年生のインター
ハイ予選です。個人戦のシングル
ス、ダブルスで出場を決め、もう一
つ、団体戦の優勝を狙っていまし
た。戦力からして青陵の優勝は確実
と思っていましたが、倉敷工業に僅
差で敗れ、惜しくも出場３冠を達成
できませんでした。
　気持ちを新たにして出場した長

野インターハイ
はシングルス、
ダブルスとも１回戦で敗退しま
した。「中学に続いて高校でも全
国大会では勝ち進むことができ
ず、トップクラスとのレベルの差
を痛感しました」と、実力不足を
認めざるを得なかったそうです。
　全国レベルで活躍できず、「（バ
ドミントンは）もういいかな」
と、大学では入部せず、就職して
からも小中学生を指導する程度
の緩い関わり方をしていました。
　ところが50歳前に転機が訪れ
ました。長女の部活やバドミント
ン大会の観戦を通じて突然、「今
度はバドミントンを、勝ち負け
ではなく楽しもう」と、新たな意
欲がわき30年ぶりに再度プレー
ヤーに復帰したのです。
　還暦の年にスポーツマスター
ズ大会（岐阜）で団体戦５位入

賞、中国地区シニア大会でダブルス優
勝、シングルス３位の好成績を収めま
した。県外で初めて栄冠の喜びを味わ
いました。
　現在は岡山県社会人クラブバドミン
トン連盟副理事長、岡山県バドミント
ン協会理事を務めています。「来年（令
和４年）は岡山で日本社会人クラブバ
ドミントン選手権大会が開かれるので
出場に向けて準備をします。今後は岡
山のバドミントン界に恩返しをします
よ」と、益々意欲を見せています。
□…安田さんは水島信用金庫常勤理事本
店営業部長です／本部同窓会会長の岡田
展弘さん（25期）は大学、職場の先輩です。

◉…「（本紙の）活字が
小さくて読みにくい」とい
う声を以前から聞いて
いましたので、今回、紙
面改革を行いました。文
章の活字ポイントを従来
の8.5または９から10に
上げました。かなり目に
優しくなったと思います
が、いかがでしょうか。
◉…記事量やレイアウト
の感覚をつかむため、事
前に１ページ分だけ試
作品を作りました。その
結果、シミュレーションは
成功しました。この感覚
でほぼすべてのページ
のレイアウトをしたので
す。会報編集を依頼され
て10年目になります。今
後とも皆様方に興味深く
読んでいただけるような
紙面づくりに努めます。
� （編集主幹・佐藤豊行）

編 集 を 終 え て

岡山県立倉敷青陵高等学校「同窓会だより 青陵」第53号
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発行人	 岡田展弘（25期）／ 編集委員　今岡道雄（13期）　佐藤豊行（18期）　林俊輔（28期）
	 顧問　加川英郎（４期）／表紙揮毫　澤田虚遊（21期）
印　刷	 株式会社サラト　〒670−0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
　� 　

お願い　�同期会や同窓生の情報、話題を佐藤豊行（編集主幹090−6438−9227）、林俊輔（青陵高校教諭）
へお寄せください。
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本部総会
８月７日（日） 午前10時から
倉敷アイビースクエアのエメ
ラルドホール

〈当番幹事〉未定

東京青陵会
６月４日（土） 午後３時から
東京・明治記念館

近畿青陵会
開催の方向で検討中。

九州青陵会
10月８日（土） 午後４時から
福岡・西鉄グランドホテル

（以上、変更・中止の可能性あり）
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　コロナ禍の令和２年秋、母校青陵をはじめ開催でき
なくなった高校吹奏楽部の発表ステージをプレゼン
トしよう－と立ち上がった人がいました。吹奏楽部Ｏ
Ｂの中川啓さん（43期）です。

　中川さんは
東中、青陵高
の吹奏楽部
で、いずれも
トランペット
を担当しまし
た。２年時に
は実力を買わ
れコンサート
マスターに指
名されて学生

指揮者を務めました。洗足学園音楽大学（川崎市）を卒
業後、家業の吹奏楽専門の楽器店を継いでいます。　
　吹奏楽に特化した楽器店は岡山県内唯一と思われ
ます。それだけに、日ごろから吹奏楽部員がよく訪
れ、楽器の選び方や演奏技術の相談を受けるそうです。
　コロナ禍が１年中続いたため、コンクールや定期演
奏会などが次々中止に追い込まれ、練習成果と実力を
試す場が失われ、部員たちは悶々とした日々を過ごし
ていました。
　この状況を察していた中川さんは、青陵高の吹奏楽
部の顧問で同部の先輩・渡辺真由美先生（33期）や天
城高校に相談、「それはいい企画です。ぜひやってくだ
さい」と、快諾してもらいました。
　 公 演 を12月20
日、倉敷市民会館と
決めました。３密を
防ぐため参加者を、出場する吹奏楽部員と保護者、学
校関係者に限定、演奏時以外はマスク着用としました。
　早速、参加しやすい県南の高校に絞って募集する一
方、山陽新聞社や中国銀行などが連携したクラウド
ファンディング（ＣＦ）サービス「晴れ！フレ！岡山」
を活用して資金集めに乗り出しました。10月と開催
直前の２回、中川さんの計画と進捗状況が山陽新聞の
大きな記事になり注目を集めました。
　11月末までに目標の200万円を超える270万円余
りが集まりました。この中には青陵高吹奏楽部や関係
者の寄付金約50万円が含まれています。当日は同会
館の貸し切り使用料100万円を含む運営費、コロナ感
染防止対策費、ＤＶＤ製作費などがほぼ調達でき、開
催の目途が立ったのです。
　県立９高校、約400人の出演が決まり、用意され

たコロナ禍のワンチャンスの公演を「全力吹
奏楽部思い出演奏会」のタイトル、「未来へ届
け！この響き！」のテーマで無料開催しまし
た。ＣＦサービスを推進する中国銀行は加藤
貞則頭取が実行委員会名誉委員長に就き、行
員約25人がボランティアで受付業務などの協
力を惜しみませんでした。
　ステージは１校20分、倉敷南を皮切りに芳
泉、倉敷中央、古城池、一宮、操山、倉敷商、青陵
の順に出演、天城がトリを務めました。
　各校とも、１年の活動成果を発揮、コロナ禍
を吹き飛ばそうとエネルギッシュな演奏を展
開しました。文字通り、特別な思い出を刻んだ
ステージとなりました。
　青陵は作村真依部長（２年生）ら49人が白い
ブレザー姿で出演、渡辺先生らの指揮で、クリ
スマスにちなむ曲や「オーメンズ・オブ・ラブ」
など４曲を披露しました。
　駆けつけた同級生や部員の保護者ら約100
人から温かい拍手が送られました。運営ス
タッフから「青陵が一番聴衆が多いですよ」と
いう話を聞きました。
　渡辺先生は「生徒は『（中川先輩らが）こんな

機会を与えてくれ
るなんて…』と感激
していました。演奏
会が決まって
から１カ月足
らず猛練習し
ました。部活を
支えてくれた
多くの人に感
謝します」と喜
んでいました。

　実行委員長を務めた中川さんは「参加してくれた吹
奏楽部員はみんな楽しんでステージを務めてくれま
した。検温や問診票提出などコロナ感染防止対策に努
め、視察に来た倉敷市役所の人に『万全です』と褒めら
れましたよ」と、成功にほっとしていました。
　中川さん、参加校の皆さん、ありがとう、そしてお疲
れさまでした。

活動困難 中川先輩ありがとう♪

ＯＢ中川啓さ   ん（43期）企画､成功
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